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レーザー回折式粒度分布測定装置を用いた土の粒度試験
Grain size analysis by laser diffraction particle size analyzer.
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土の粒度試験は，土壌の性質を評価する方法の 1つで，多くの研究成果が得られている．試験方法として JIS法が広く
用いられているが，多数の土の粒度試験を行う場合，試験に時間がかかり大きな労力を必要とする．本研究では，LDPSA
を用いて土の粒度を評価し，土の粒度試験における LDPSAの有用性を検討した．その結果，JIS法と LDPSAを用いた
方法では粒径の細かい領域で差があった．また LDPSAを用いると，試料土に含まれる TCが減少すると細かい粒子が増
加することが観察された．これは TCが減少することで土壌の団粒が分解された結果と考えられる．これらのことから，
LDPSAは JIS法の代用に用いることは難しいものの，同一の試料の変化を測定することに有用であると考えられた．
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